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D
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蜻
入
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に
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幕
府
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態
度
　
四
、
結
論

｝
　
緒

言

　
近
世
に
於
け
る
鑛
國
現
象
は
、
蕾
に
政
治
上
ば
か
り
で

な
く
．
思
想
上
に
於
て
も
之
を
認
め
る
事
が
出
來
る
。
徳

川
家
康
は
最
初
主
に
其
の
貿
易
政
策
か
ら
し
て
、
耶
蘇
激

に
甥
し
て
は
甚
だ
寛
大
な
婬
概
を
以
て
臨
ん
で
京
た
が
、

晩
年
に
及
ん
で
か
ら
は
、
政
治
上
の
利
害
、
思
想
上
の
反

戚
、
宣
毅
師
の
不
遜
，
及
び
彼
等
相
互
間
の
軋
礫
等
種
々

な
原
因
か
ら
、
慶
長
十
七
年
始
め
て
耶
蘇
激
を
巌
禁
し
た
。

爾
後
徳
川
幕
府
の
耶
蘇
数
禁
塵
は
、
年
ご
共
に
峻
巌
に
潜

い
て
、
　
｝
歩
も
假
借
す
る
事
な
く
、
惨
酷
な
刑
罰
を
激
徒

に
課
し
て
、
追
害
を
極
め
、
以
て
其
の
珍
話
を
訂
つ
た
の

で
あ
る
。
殊
に
家
光
は
最
も
禁
激
の
厨
行
に
努
め
、
爲
に

か
の
文
腺
慶
長
に
榮
え
た
切
支
丹
版
の
如
き
欧
式
印
刷
も

磨
絶
す
る
の
止
む
な
き
に
立
ち
至
つ
だ
が
、
文
化
史
上
更

に
そ
れ
よ
り
も
重
大
な
現
象
は
、
其
の
取
締
の
極
、
遽
に

楡
入
書
籍
禁
過
に
遷
る
、
異
端
患
想
の
傳
播
防
禦
に
及
ん

だ
事
で
あ
る
。
而
も
奨
の
飛
沫
の
及
ぶ
所
、
西
洋
文
化
に

抵
督
す
る
に
至
っ
て
は
、
徳
川
幕
府
の
尻
謂
禁
書
な
る
事

相
は
、
近
世
文
化
史
上
決
し
て
堂
々
に
看
益
せ
ら
る
べ
き

も
の
で
は
な
い
。

　
本
論
の
目
的
こ
す
る
所
は
、
師
ち
此
の
立
場
か
ら
し
て

幕
府
の
禁
書
政
策
に
就
い
て
、
聯
か
卑
見
を
述
べ
楼
と
す

げ



る
に
外
な
ら
澱
。

二
　
湾
入
漢
書
に
還
す
る
幕
府
の
政
策

　
幕
府
の
禁
書
政
策
は
、
洋
書
に
調
し
て
は
比
較
的
問
題

が
、
簡
輩
で
あ
る
が
、
漢
書
の
方
は
稽
紆
飴
曲
折
を
纒
て

複
雑
な
内
容
を
持
っ
て
居
る
。
從
っ
て
本
論
の
大
部
分
も

之
に
費
さ
れ
る
羅
で
あ
る
が
、
今
其
の
委
曲
を
悉
く
さ
ん

ご
す
る
に
當
っ
て
、
三
段
に
筆
を
進
め
て
行
く
の
を
便
宜

蜜
す
る
。

A
寛
永
の
禁
書

　
政
治
上
の
鎖
國
が
完
成
し
た
の
は
、
寛
永
十
六
年
で
あ

露
つ
た
が
、
幕
府
が
思
想
上
の
鎖
國
を
携
行
し
た
の
は
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

れ
よ
り
九
年
前
．
即
ち
寛
永
七
年
で
あ
っ
た
。
慶
長
末
年
以

來
耶
蘇
激
の
撲
滅
に
從
了
し
π
幕
府
は
、
惨
鼻
極
る
大
虐

殺
を
も
敢
行
し
て
、
様
々
な
迫
害
を
彼
等
宗
徒
の
上
に
加

へ
だ
け
れ
ざ
も
、
熟
烈
な
信
仰
の
燃
え
盛
る
火
は
、
三
塁

や
威
武
の
よ
く
溝
磨
し
得
る
所
で
は
な
か
っ
た
か
ら
幕
府
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は
こ
れ
に
手
古
摺
っ
て
次
第
に
海
外
こ
の
關
係
を
絶
つ
…
榛

に
傾
い
て
行
き
、
其
の
前
提
こ
し
て
輸
入
書
の
制
禁
に
よ

る
耶
蘇
駿
思
想
の
防
止
を
企
て
た
の
で
あ
る
。
斯
く
て
國

内
政
策
は
漸
く
選
外
政
策
に
向
は
ん
ご
す
る
に
至
っ
た
。

寛
永
七
年
の
禁
書
は
、
正
に
後
年
の
政
治
上
鎖
骨
の
先
騙

を
な
す
も
の
で
も
あ
り
、
叉
そ
れ
を
暗
示
す
る
も
の
で
も

あ
り
、
三
三
倉
が
三
三
倉
に
愛
化
す
ゑ
轄
機
を
示
す
も

の
で
も
あ
っ
た
。

　
漢
書
に
就
て
、
寛
永
禁
書
の
精
淋
こ
す
る
所
は
「
欧
羅

巴
入
利
聡
竃
等
之
作
墾
拾
武
種
之
書
、
並
邪
宗
門
激
化
之

書
」
の
楡
入
を
禁
止
す
る
に
あ
っ
た
。
「
書
中
二
邪
宗
門
之

喰
國
俗
風
儀
等
難
儀
書
入
候
分
潜
其
儘
商
責
」
が
繊
來
た

　
　
　
（
二
）

の
で
あ
る
。
「
邪
宗
門
澱
化
之
書
」
ご
は
、
耶
蘇
藪
布
駿
を

局
的
こ
し
た
書
籍
こ
い
ふ
一
般
的
の
意
昧
で
あ
っ
て
、
こ

の
書
籍
ご
特
に
指
示
し
た
課
で
は
な
か
っ
た
が
、
利
罵
資

等
の
作
三
十
二
種
ご
あ
る
の
は
、
抑
如
何
な
る
書
籍
で
あ

っ
た
で
あ
っ
た
ら
う
か
。
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死
の
禁
書
目
に
就
て
は
、
諸
種
の
物
に
見
え
て
居
る
が

或
は
書
評
に
脱
漏
が
あ
っ
た
り
、
或
は
誤
寓
が
あ
っ
た
り

或
は
又
責
享
以
後
の
禁
書
目
ε
翼
然
相
混
同
し
た
り
、
皆

其
儘
に
受
入
れ
る
事
は
、
甚
だ
危
瞼
な
物
ば
か
り
で
あ
る
。

明
治
以
後
の
著
述
に
見
え
て
居
る
も
の
は
、
大
抵
其
の
危

瞼
を
冒
し
て
居
る
か
ら
、
議
論
の
除
地
は
無
い
。
禁
書
目

の
正
確
に
し
て
信
用
す
る
に
足
る
べ
き
も
の
は
、
好
書
故

事
麓
晶
潔
書
籍
達
書
丈
で
あ
・
。
前
襟
近
藤
守

重
が
、
長
崎
書
物
改
磐
記
に
六
っ
て
録
し
た
も
の
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
ず
ノ

が
、
近
藤
正
書
全
集
調
に
詰
め
ら
れ
て
居
る
好
書
故
事
に

は
、
活
字
の
誤
権
か
ご
も
思
は
る
、
黙
が
二
三
あ
る
。
後

者
は
長
碕
圖
書
館
の
藏
本
で
、
表
紙
に
「
，
天
保
十
二
丑
年

四
月
丑
、
御
禁
書
目
録
御
感
書
中
御
免
書
目
録
購
捌
鱗
書

籍
自
書
、
三
在
勤
戸
川
播
磨
守
」
ご
延
せ
ら
れ
、
も
と
長

崎
書
物
改
役
か
ら
長
碕
奉
行
へ
提
出
し
た
も
の
ら
し
い
。

禁
書
關
係
の
根
本
資
料
の
、
極
め
て
乏
し
い
現
在
に
於
て

は
、
誠
に
貴
重
な
る
文
献
で
あ
る
。
此
書
は
標
題
の
示
す
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號
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蓮
り
三
部
分
か
ら
成
っ
て
居
っ
て
、
御
禁
書
目
録
に
は
寛

永
及
貞
享
後
の
禁
書
中
解
禁
ど
な
ら
な
か
っ
た
三
ナ
一
種

（
三
）

ご
、
天
保
の
禁
書
一
種
ご
都
合
三
十
二
種
の
書
目
を
掲
げ

御
免
書
目
録
に
は
寛
永
及
貞
享
後
の
禁
書
中
後
に
解
禁
こ

な
っ
た
＋
入
種
の
書
目
を
董
べ
、
霧
雪
書
籍
四
書
に
は

制
禁
書
解
禁
書
に
就
て
の
詳
し
い
記
載
が
あ
る
Q
本
章
に

於
て
は
乱
書
を
基
礎
ご
し
て
、
傍
ら
好
書
故
事
其
他
を
墾

照
す
る
事
に
し
、
猫
引
用
の
場
合
に
は
、
最
後
の
部
分
に

駈
る
事
が
多
い
か
ら
、
其
の
標
題
の
み
を
記
す
事
に
す
る
。

劔
て
駒
制
蝶
書
籍
断
書
に
寛
永
七
年
以
來
の
禁
書
こ
し
て

畢
げ
て
あ
る
の
は
、

騎
入

七
紅

教
三
三
回

天
主
潮
篇

零
物
眞
源

測
量
法
義

（
問
）

天
文
略

＋
慰

彌
撒
祭
義

唐
景
教
碑

二
十
五
雷

灘
罪
正
記

測
量
法
義
異
同

勾
股
義

鼻
聾
戦

乱
疑
篇

聖
三
百
言

鰻
雷
錘
勺

蔭
拝
義
巳

　
　
イ
き
ロ

葬
Z

　
　
唱
（
説
）

簡
潔
鳥
膚

幾
何
．
振
本

年
學
遣
籏

三
山
論
學
記

天
主
實
義

況
義

　
（
蹴
）

表
度
記

職
方
外
記

交
友
論



　
滋
養
法
渾
蓬
憲
興
隆
容
蓑
離
塁
指
鵜

　
通
計
三
十
二
種
で
あ
る
Q
所
が
此
施
に
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
の
は
、
最
初
に
他
の
書
名
よ
b
も
｝
二
宇
分
上

げ
て
「
天
學
初
鈎
語
部
」
ご
記
し
、
次
に
「
種
目
」
と
書
い
て

此
等
の
書
名
が
載
せ
て
あ
る
か
ら
、
L
此
黙
好
書
故
事

も
同
機
で
あ
る
が
1
其
の
記
載
方
頗
る
暖
隊
で
あ
る
〇

一
見
す
れ
ば
此
三
十
二
種
は
、
天
學
初
函
の
内
容
の
機
で

あ
る
が
、
事
實
は
決
し
て
さ
う
で
は
な
い
。

　
識
字
春
画
は
利
場
三
等
の
著
し
た
耶
蘇
雲
離
及
西
洋
學

術
書
を
、
明
の
李
之
藻
の
編
纂
し
た
叢
書
名
で
あ
っ
て
、

其
の
内
に
含
ま
れ
て
居
る
物
は
、
理
編
九
種
、
曰
く
三
密

凡
、
崎
人
十
篇
、
交
友
論
、
ご
十
五
言
、
天
主
實
義
、
辮

學
潰
…
膿
、
七
十
、
重
言
轟
轟
、
職
方
外
記
。
器
編
十
種
、

曰
く
泰
西
水
法
、
渾
一
通
憲
解
説
、
幾
何
原
本
、
表
度
説
、

天
方
略
、
蓄
電
儀
説
、
同
文
鋒
指
、
前
編
通
編
、
園
容
較

義
、
測
量
法
義
測
量
法
義
異
同
、
勾
慰
書
以
上
合
せ
て
十

九
種
で
あ
・
寒
鮒
法
案
測
量
法
糞
船
・
を
紬
制
鱗
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書
籍
繹
書
の
如
く
に
離
し
て
二
種
目
勘
定
す
れ
ば
、
天
學

　
　
　
　
　
　
　
へ

初
幽
は
二
十
種
こ
な
る
。
又
唐
景
敏
碑
は
西
學
凡
の
附
録

で
あ
る
が
、
濁
毒
し
て
翠
げ
ら
れ
て
居
る
の
か
ら
推
察
す

る
ご
、
三
嘆
諾
の
唐
事
激
面
謝
正
篇
の
如
き
、
別
本
を
指

し
た
も
の
ら
し
い
。
そ
れ
で
今
前
記
の
禁
書
目
を
整
理
し

て
見
る
ご
、
天
學
初
幽
二
十
種
ざ
、
事
忌
、
彌
撒
祭
義
、

代
疑
編
、
三
山
論
學
記
、
毅
要
三
略
、
癖
姦
直
碑
、
聖
記

百
言
、
天
主
績
編
、
況
義
、
萬
物
眞
源
、
灘
罪
正
記
、
灘

李
儀
記
の
十
二
種
、
合
計
三
十
二
種
ご
い
ふ
事
に
な
る
。

帥
ち
寛
永
七
年
に
は
、
此
等
三
＋
二
種
の
書
籍
ご
、
一
般

に
耶
蘇
激
布
駿
を
目
的
ビ
し
た
書
籍
i
勿
論
何
れ
も
刊

寓
の
別
な
く
一
の
輸
入
を
禁
止
し
た
の
で
あ
る
。

　
五
月
雨
潮
上
に
は
禁
書
目
を
三
十
四
種
こ
し
て
居
る
が

測
量
法
義
異
同
を
脱
し
て
、
其
の
代
り
に
天
學
初
函
を
も

一
種
に
数
へ
、
別
に
「
、
計
門
に
ざ
い
ふ
書
を
加
へ
て
、
實
際
は

一
種
不
足
勘
定
の
、
三
十
三
種
で
あ
る
。
誠
齋
甲
辰
難
記

も
三
十
四
種
こ
し
て
、
之
も
測
量
法
義
異
同
を
脱
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
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馬
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天
學
初
感
を
数
に
入
れ
、
更
に
「
計
開
」
「
十
歴
」
の
二
つ
を

晶
那
へ
て
居
る
。
…
計
門
一
こ
い
ふ
婁
隅
名
は
徳
川
｛
幕
府
時
代
盤
繰
糀

考
所
載
元
轍
十
一
年
大
阪
町
奉
行
車
渡
の
國
禁
書
月
慮
い

ふ
の
に
は
「
計
問
」
ご
あ
り
、
計
開
こ
い
ふ
書
名
は
明
和
入

電
京
都
書
林
三
組
行
司
刊
行
の
禁
書
臼
録
や
、
長
崎
婆
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

便
覧
、
朝
野
雑
記
に
も
見
え
、
天
保
十
三
年
六
月
辞
書
の

絶
板
書
目
、
及
び
大
塚
鹿
　
田
松
雲
堂
所
領
御
零
禁
耶
蘇
…
書

目
板
額
に
は
「
計
閑
」
ご
あ
る
。
黒
門
計
問
品
等
計
閑
、
皆

同
…
書
の
何
れ
か
を
誤
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
が
、
既
等
の

壁
書
は
、
五
月
雨
抄
等
に
三
十
四
種
の
禁
書
に
就
て
、
年

代
の
明
示
の
な
い
所
か
ら
見
て
も
、
或
は
後
の
禁
書
が
、

寛
永
當
初
の
そ
れ
に
併
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
ご
も

考
へ
ら
れ
る
。

好
書
故
事
蠕
に
は
、
三
士
諦
の
書
目
騰
。
を
掲

げ
て
後
、
「
守
重
云
右
長
崎
ニ
ラ
禁
書
ト
云
モ
ノ
ナ
ジ
、
今

頃○

q
三
蓋
阪
聖
堂
二
禁
書
ト
云
フ
モ
・
」
こ
い
っ
て
、
天

主
實
義
、
辮
學
遽
腋
、
乱
人
十
篇
、
交
友
論
、
二
十
五
言
、
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二
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七
克
、
西
虫
歯
、
唐
言
激
碑
頚
、
激
要
謀
略
，
泰
西
水
法
、

三
山
論
學
記
、
繕
微
同
文
記
、
十
解
略
、
聖
像
賂
説
の
十

四
種
を
墨
げ
、
次
に
「
守
重
云
二
天
瞬
発
鹸
十
九
種
ノ
中

ナ
ソ
、
然
レ
ド
モ
是
ハ
禁
制
ノ
遡
療
ヲ
詳
ニ
セ
ズ
、
故
二

彼
ノ
長
崎
二
傳
フ
ト
コ
・
ヲ
取
ル
」
ご
あ
る
。
「
今
愚
李
阪

聖
堂
二
禁
書
」
云
々
の
意
昧
は
、
「
聖
堂
に
於
て
現
在
の
禁

書
ご
認
め
て
居
る
も
の
」
の
意
か
、
又
は
「
現
在
の
聖
堂
に

於
て
古
く
か
ら
の
禁
書
だ
と
傳
へ
て
居
る
も
の
」
の
意
か

何
れ
こ
も
明
瞭
で
は
無
い
が
、
守
重
は
後
者
の
慧
昧
で
記

し
て
居
る
機
に
推
察
さ
れ
る
。
そ
れ
で
「
是
ハ
禁
制
ノ
起

原
ヲ
詳
」
に
し
な
い
か
ら
、
長
崎
書
物
改
蕉
記
所
傳
の
禁

書
目
を
採
る
こ
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
假
に
之
を
寛
永
禁
書

目
の
異
説
ビ
し
て
も
、
受
取
り
難
い
の
は
勿
論
、
丈
政
頃

の
禁
書
目
こ
し
て
も
如
何
は
し
い
も
の
で
あ
る
。
猫
守
重

は
、
五
天
中
毒
画
十
九
種
の
内
こ
い
つ
で
居
る
け
れ
こ
も

三
山
論
詳
記
以
下
の
四
種
は
さ
う
で
は
な
く
、
、
絶
傲
同
交

記
以
下
の
三
種
は
、
渡
低
し
て
禁
書
庭
分
に
會
つ
た
も
の



ご
し
て
も
、
彼
の
云
っ
て
居
る
通
り
、
禁
止
の
逸
原
を
明

に
し
難
い
。

　
籾
で
然
ら
ば
此
等
禁
書
の
内
容
如
↑
何
を
説
き
、
次
に
其

の
一
斑
を
示
さ
ん
が
鴬
に
、
天
學
初
函
に
属
す
る
も
の
、

　
　
　
　
　
（
六
）

馨
解
を
試
み
、
他
は
煩
を
厭
ふ
て
類
推
に
任
す
事
に
す
る

　
西
墨
凡
一
巻
　
明
西
洋
人
三
三
三
三
、
三
三
の
敏
育
制
度
を
論

　
　
じ
た
も
の
で
、
末
尾
に
唐
大
秦
寺
碑
一
篇
を
添
へ
て
あ
る
。

　
網
入
＋
篇
二
巻
明
利
礪
餐
撰
、
問
答
罷
を
以
て
耶
蘇
敏
の
敏

　
　
義
を
詮
い
九
も
の
、
附
録
に
西
琴
曲
意
が
あ
る
。

　
交
友
論
一
巻
　
同
撰
、
題
名
の
示
す
が
如
く
友
道
を
論
じ
た
も

　
　
の
。

　
　
二
十
五
言
一
巻
　
同
撰
、
全
巻
に
二
十
五
條
を
設
け
て
、
耶
蘇

　
　
教
の
敏
義
を
述
べ
た
も
の
で
、
近
世
支
那
に
寝
て
、
耶
蘇
敏

　
　
宣
像
の
最
初
の
著
述
の
襟
で
あ
る
。

　
　
天
主
費
義
二
巻
　
同
撰
、
耶
蘇
教
を
繕
い
た
書
籍
の
蜻
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

　
一
走
脚
質
一
巻
　
同
撰
、
佛
教
を
論
じ
、
耶
蘇
数
攻
撃
説
に
針

　
　
し
て
の
辮
明
に
及
ん
だ
も
の
。

　
　
七
克
七
巻
　
明
西
洋
人
瀧
辿
我
撰
、
耶
蘇
教
に
罪
悪
ミ
す
る
所

　
　
　
第
十
一
巷
　
　
研
　
突
　
　
江
戸
墓
府
の
奨
霜
政
策

　
　
の
七
事
を
論
じ
，
結
局
宗
義
の
宣
傳
を
試
み
た
も
の
で
あ
る

　
験
言
鑑
勺
二
巻
　
明
西
洋
人
畢
方
濟
撰
、
亜
尼
場
墨
く
璽
性
墨
）

　
　
を
説
き
，
縛
て
天
主
に
敬
嘉
し
て
幸
幅
を
求
め
よ
ミ
敏
へ
た

　
　
も
の
で
あ
る
。

　
職
方
外
記
五
巻
　
明
西
洋
人
父
三
略
撲
、
利
回
餐
の
輪
入
し
た

　
　
萬
國
圖
志
を
三
三
我
が
麟
諜
し
、
芙
儒
略
が
更
に
そ
れ
を
櫓

　
　
補
し
た
地
理
書
で
あ
っ
て
、
巻
頭
に
三
三
一
三
を
載
せ
て
居

　
　
る
。

　
一
三
一
水
一
法
六
巻
　
冊
脚
西
洋
人
能
…
一
二
按
慨
供
、
歓
羅
・
式
肺
催
瀧
貯
水
法

　
　
を
蓮
べ
た
も
の
。

・
・
渾
蓋
通
憲
圖
論
二
巻
　
聴
骨
之
藻
撰
、
西
洋
天
文
學
書
。

　
幾
何
原
・
本
六
懸
　
｝
四
洋
人
歎
九
里
得
撰
、
ユ
ー
グ
リ
ツ
ト
幾
侮
U

　
　
學
を
利
弁
士
が
翻
課
し
、
徐
光
啓
が
筆
領
し
た
も
の
。

　
表
世
論
一
巻
　
明
西
洋
入
毛
島
抜
撰
、
天
文
忌
門
に
關
す
る
著

　
　
書
。

　
天
周
略
一
巻
　
明
西
洋
入
陽
礪
諾
撰
、
問
答
髄
で
天
文
暦
學
を

　
　
纏
い
た
も
の
で
あ
る
が
，
其
の
自
序
に
獲
て
、
盛
ん
に
耶
蘇

　
　
の
功
徳
を
癬
し
て
居
る
」

　
簡
李
野
馳
一
巻
　
明
西
洋
人
熊
三
抜
撲
、
地
球
測
量
法
を
述
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
…
五
　
（
一
九
七
）



　
　
　
第
十
一
谷
　
　
研
　
究
　
　
江
戸
幕
府
の
禁
書
政
策

　
　
た
も
の
。

　
同
文
算
指
前
編
二
巻
通
編
八
巻
　
明
李
之
藻
撰
、
利
聖
餐
の
課

　
　
し
た
も
の
を
、
李
之
藻
が
編
纂
し
た
西
洋
数
學
に
唆
す
ゐ
著

　
　
書
。
　
　
・

　
圏
容
較
義
圃
巻
　
同
撰
、
利
聡
賓
の
授
け
た
所
に
よ
っ
て
叙
述

　
　
し
た
、
弓
形
論
ミ
も
回
す
べ
き
数
學
書
。

　
測
三
法
義
一
怒
測
量
法
義
異
同
7
懸
四
股
義
固
巻
　
明
徐
光
啓

　
　
撰
、
此
の
三
巻
は
、
共
に
幾
何
原
本
の
慮
用
に
充
て
る
爲
に

　
　
著
さ
れ
た
も
の
で
、
首
巻
は
利
聡
隻
の
麟
課
し
た
所
に
縁
つ

　
　
　
　
コ
ン
パ
ス

　
　
て
、
勾
股
測
量
法
を
論
明
し
、
次
巻
は
其
の
古
法
ε
新
法
S

　
　
を
比
較
し
て
異
同
を
明
に
し
、
終
巻
は
邸
ち
勾
股
の
解
輝
を

　
　
な
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
之
に
よ
っ
て
も
馨
推
測
し
得
ら
れ
る
通
り
、
三
十
二
種

の
禁
書
中
に
は
、
云
ふ
迄
も
無
く
耶
蘇
澱
に
開
書
し
た
も

の
も
、
＝
一
な
ら
す
含
ま
れ
て
居
る
に
は
居
る
が
、
又
全

く
そ
れ
に
關
附
し
な
い
、
数
々
の
科
瓦
書
も
少
か
ら
ず
あ

る
の
で
あ
る
。
　
一
諾
寛
永
の
禁
書
は
、
耶
蘇
藪
思
想
を
排

斥
せ
ん
が
爲
の
も
の
で
あ
っ
て
、
西
洋
學
藝
其
の
物
を
悪

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
一
山
ハ
　
（
一
九
入
）

み
、
之
を
非
難
す
る
ご
い
ふ
意
燭
か
ら
で
は
な
か
っ
た
で

あ
ら
う
。
彌
る
に
支
那
に
於
け
る
西
洋
題
画
は
、
宣
激
師

が
其
の
陶
画
の
方
便
ご
し
て
齎
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
從

っ
て
西
洋
學
術
に
開
す
る
漢
書
は
、
渡
來
の
宣
激
師
、
又

は
彼
等
に
師
事
し
た
支
那
の
耶
蘇
激
徒
の
述
作
に
係
る
も

の
で
あ
っ
た
が
爲
に
、
耶
蘇
澱
を
忌
み
、
其
の
激
徒
を
蛇

蜴
親
し
た
徳
川
幕
府
は
，
・
坊
主
憎
け
れ
ば
袈
裟
迄
も
こ
の

筆
法
で
、
彼
等
一
派
の
著
書
ご
し
云
へ
ば
、
其
の
内
容
の

正
邪
叔
褻
を
満
せ
す
、
頭
か
ら
之
を
排
斥
し
去
っ
た
か
の

観
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
常
時
、
支
那
に
於
け
る
ご
同
様
に

我
麟
に
於
て
も
西
洋
｛
學
術
が
、
多
少
上
上
耶
蘇
…
数
布
毅
に
利

用
さ
れ
た
事
に
も
．
固
よ
り
原
因
は
存
し
て
屠
る
で
あ
ら

う
。
か
の
天
間
賂
の
如
き
、
純
然
．
睡
る
孤
島
書
で
あ
り
乍

ら
、
其
の
序
文
に
於
て
、
巧
に
内
容
を
耶
蘇
駁
に
牽
強
附

虚
し
て
説
い
た
も
の
も
あ
る
か
ら
、
幕
府
こ
し
て
は
さ
う

し
た
高
燧
的
態
度
．
に
出
で
た
の
は
、
或
は
事
情
止
む
を
得

な
か
っ
た
事
か
も
知
れ
ぬ
◎
し
か
し
西
洋
學
術
本
來
の
立



場
か
ら
親
察
す
れ
ば
、
耶
蘇
敷
及
び
耶
蘇
敷
徒
に
樹
す
る

嘗
局
者
の
反
域
の
、
早
き
添
へ
を
食
っ
た
も
の
こ
云
は
な

け
れ
ば
な
ら
澱
。
幕
府
こ
し
て
も
、
宗
激
に
關
係
が
な
く

却
て
世
道
を
稗
釜
す
る
西
洋
の
科
學
思
想
の
渡
來
を
抑
止

す
る
の
は
、
必
ず
し
も
其
の
本
意
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ら

う
が
、
政
策
遡
行
の
結
果
、
さ
う
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
の
で
あ
る
Q
幕
府
の
精
沸
は
、
耶
蘇
敷
思
想
の
傳
播
を

防
禦
す
る
に
あ
り
乍
ら
、
独
り
に
耶
蘇
駿
及
耶
蘇
澱
徒
ご

云
ふ
事
に
捉
は
れ
過
ぎ
た
が
爲
に
、
彼
の
進
歩
せ
る
科
學

恩
想
の
傳
來
を
す
ら
も
、
併
せ
て
禁
邉
す
る
に
至
っ
た
。

い
は
や
角
を
矯
め
て
牛
を
殺
し
た
の
で
あ
る
。

　
寛
永
の
方
針
は
、
爾
後
三
十
五
年
間
維
持
せ
ら
れ
た
。

其
の
間
特
に
禁
書
の
範
園
を
、
鑛
適
す
る
襟
な
事
は
な
か

っ
た
機
で
あ
る
。
癩
之
好
書
故
事
麓
は
、
長
蔚
書
物
改

奮
記
を
引
蝶
ご
し
て
、
寛
永
十
六
年
に
、
か
の
天
問
賂
が

渡
來
し
だ
時
、
費
買
を
許
さ
れ
た
事
を
さ
肝
へ
記
し
て
居
る
。

そ
れ
が
永
翻
し
た
も
の
か
、
一
時
的
の
現
象
で
あ
っ
た
か

　
　
　
第
十
…
陰
　
　
研
　
究
　
　
江
戸
幕
府
の
禁
書
政
策

は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
選
書
の
序
交
を
除
け
ば
、
内
容
は

立
妙
な
馬
術
書
の
事
で
あ
る
か
ら
、
許
さ
れ
た
の
に
別
に

不
思
議
は
な
い
。
唯
此
書
丈
が
、
特
に
其
の
恩
典
に
浴
し

た
に
曾
て
は
、
其
庭
に
何
等
か
の
事
事
が
伏
在
し
て
居
な

け
れ
ば
な
る
ま
い
。
其
の
他
輩
に
耶
蘇
毅
に
鵬
す
る
風
評

風
俗
等
，
例
へ
ば
急
激
を
さ
へ
韓
壁
ご
し
な
け
れ
ば
、
耶

蘇
鞍
置
の
姓
名
、
或
は
激
會
等
の
事
に
陶
す
る
記
事
位
を

載
せ
た
、
普
遜
の
支
那
人
の
著
述
は
、
敢
て
輸
入
に
差
支

へ
な
か
つ
だ
の
で
あ
る
か
ら
、
膏
ハ
享
…
以
後
に
比
す
れ
ば
、

猶
甚
だ
寛
大
で
あ
っ
た
Q

　
（
一
）
鶴
制
襟
付
難
書
、
毛
脚
故
馨
茜
、
長
崎
雷
役
所
臓
褒
浦

　
　
　
一
算
稿
、

　
（
二
）
鱒
制
礁
紅
鱒
諜
悉
、
好
書
敏
蓉
七
四

　
（
三
）
　
此
場
合
に
限
っ
て
、
天
箪
初
函
を
一
種
に
徽
へ
て
居
ろ
。
両
し

　
　
　
書
物
改
の
認
錐
瀬
で
に
、
善
通
天
學
刷
函
為
数
の
外
に
羅
い
て
贋

　
　
　
る
。

　
（
四
）
　
欽
定
四
更
全
轡
二
日
拳
一
三
四
、

　
（
五
）
　
堺
中
d
光
三
氏
藏
御
鯛
溌
笥
之
篇
、

　
（
六
）
　
略
…
懸
げ
n
識
定
し
で
、
四
賑
全
幽
禎
絹
物
谷
・
七
一
、
　
一
〇
ご
、
　
一
〇
六

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
一
七
　
（
一
九
九
）



第
十
一
谷
　
　
研
　
究
　
　
江
戸
幕
府
の
禁
書
敬
策

　
〇
七
、
一
二
五
、
一
三
四
に
披
ろ
。

　
　
　
B
　
貞
享
の
嚴
制

　
堪
る
に
貞
享
二
年
入
港
の
拾
五
番
船
の
輸
入
書
籍
の
中

に
、
簑
有
志
こ
い
ふ
の
が
あ
っ
た
。
適
時
父
租
よ
り
憂
縫

い
で
、
長
浦
聖
堂
を
主
宰
し
、
兼
ね
て
書
物
改
に
任
じ
て

喉
元
儒
者
向
井
元
成
が
、
其
の
耶
蘇
講
書
な
る
事
を
摘
登

し
た
結
果
、
備
品
は
嶢
捨
、
既
に
責
捌
い
た
も
の
は
其
の

図
牧
を
撫
せ
ら
れ
、
荷
主
船
頭
は
渡
航
禁
止
、
一
船
の
貨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

物
は
凡
て
逆
逡
書
分
に
附
せ
ら
れ
た
。
簑
有
詮
は
六
浦
明

西
洋
入
薄
汎
際
の
撰
で
あ
る
。

　
此
幽
家
事
を
動
機
ご
し
て
、
幕
府
の
禁
書
政
策
の
上
に

｝
墾
動
を
惹
き
趨
し
た
。
爾
來
幕
府
の
輸
入
漢
書
の
取
締

は
頓
に
峻
嚴
を
加
へ
る
こ
ご
、
な
っ
た
。
言
ふ
迄
も
な
く

忌
事
仲
が
當
局
者
の
刺
戟
ご
な
う
、
警
鐘
ご
な
っ
た
の
で

あ
る
。
幕
府
は
、
元
成
の
功
を
賞
し
て
、
向
井
氏
を
し
で

書
物
改
役
を
世
襲
せ
し
め
、
專
ら
輸
入
漢
書
の
槍
閲
に
當

ら
し
め
る
に
至
っ
た
。
爾
後
貞
享
か
ら
元
槻
弓
永
正
徳
に

　
　
　
　
　
　
　
第
二
醗
　
　
　
　
一
入
　
（
二
〇
〇
）

か
け
て
は
、
混
入
漢
書
取
締
の
最
も
殿
重
を
極
め
た
時
代

で
あ
る
。
從
來
は
耶
蘇
激
化
を
目
的
と
し
た
書
籍
か
、
三

十
二
種
の
i
天
間
略
を
除
外
す
る
こ
せ
ば
三
十
一
種
の

一
禁
書
で
な
け
れ
ば
、
記
事
の
多
少
耶
蘇
敏
に
鰯
れ
る

位
の
事
は
、
黙
過
せ
ら
れ
て
來
た
け
れ
ざ
も
、
此
後
は
、
普

賢
の
漢
書
中
で
あ
っ
て
も
、
耶
蘇
敏
に
露
蔵
し
た
町
回
が
一

宇
一
句
も
見
え
る
も
の
は
み
其
都
度
書
物
改
役
か
ら
上
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

し
て
、
用
捨
な
く
禁
止
百
分
を
行
ふ
事
に
な
つ
π
o
軍
に

噂
に
過
ぎ
な
か
っ
た
り
、
又
は
名
目
丈
を
掲
載
す
る
も
の

す
ら
許
さ
れ
な
が
っ
た
。
天
主
、
耶
蘇
、
西
洋
、
欧
羅
巴
、

利
聡
餐
、
利
太
西
，
利
山
人
、
陽
騰
諾
，
湯
若
望
、
遊
藝

宇
子
六
、
景
敷
、
尋
學
夷
、
酉
學
等
、
凡
て
三
等
の
文
宇

を
記
し
て
あ
っ
た
丈
で
も
言
入
を
差
止
め
ら
れ
た
の
で
あ

暢
麗
麗
鋼
饗
鳶
職
に
よ
っ
て
・
貞
享
後
の
禁
書

ε
其
の
最
初
の
禁
止
年
代
ε
を
示
せ
ば
、

　
簑
有
心
（
貞
享
二
年
）
　
　
　
編
建
麺
志
（
貞
享
三
年
）

　
地
熱
（
寅
享
三
年
）
　
　
　
天
経
或
問
後
園
（
貞
享
四
年
）



～

　
　
帝
京
景
物
略
（
元
治
八
年
）
　
西
堂
全
集
（
元
録
九
年
）

　
　
三
才
獲
秘
（
元
芝
之
二
年
）
　
願
學
集
（
元
腺
十
二
年
）

　
　
西
湖
志
（
元
隷
十
二
年
）
　
　
灘
眞
逸
志
（
元
藪
十
三
年
）

　
　
諦
友
夏
合
集
（
元
藤
十
闘
年
）
方
盛
観
（
元
緑
十
四
年
）

　
　
々
側
家
淋
詩
桝
槻
○
兀
隷
十
五
年
）
　
絹
雲
｛
齋
集
（
元
三
＋
六
年
）

　
　
暦
定
三
三
記
（
寳
永
七
年
）
　
堅
瓠
集
（
正
徳
二
年
）

　
　
　
場
上
十
六
種

課
書
に
は
接
て
居
る
が
、
淫
蕩
婁
鉢
に
は
、
元

三
十
五
年
増
補
山
海
経
廣
註
が
禁
止
さ
れ
て
居
る
。
此
書

名
は
五
月
雨
抄
上
、
琢
浦
一
覧
稿
、
誠
齋
甲
辰
雑
記
に
も
見

え
る
。
年
代
に
著
て
は
諸
書
に
よ
っ
て
二
三
異
同
が
あ
る
。

例
へ
ば
諏
友
夏
合
集
は
蓮
航
魔
讐
九
及
び
理
事
壷

．
稿
に
は
元
投
入
年
持
渡
ビ
し
、
名
家
詩
窺
を
後
者
に
は
元

腺
十
四
年
こ
し
、
西
堂
全
集
を
五
月
雨
抄
上
に
は
費
永
三

年
ご
し
て
居
る
の
は
、
何
れ
か
に
誤
謬
が
あ
る
か
、
持
渡

の
年
ε
禁
止
言
渡
の
年
ご
の
違
ひ
で
あ
る
か
、
そ
れ
ご
も

第
一
次
の
持
渡
ご
、
其
後
の
持
渡
こ
の
差
異
で
あ
る
か
、

確
に
し
難
い
が
、
唐
通
墓
所
目
録
講
顯
＋
難
の
元
隷

　
　
　
第
十
…
巻
　
　
研
　
究
　
　
江
戸
幕
府
の
禁
書
政
策

八
年
の
條
に
は
、
帝
京
景
物
略
の
帽
件
の
み
を
暴
げ
て
、

三
友
二
合
集
の
事
は
何
も
記
し
て
居
な
い
所
を
見
る
ご
、

高
書
の
元
轍
入
年
持
渡
は
、
先
づ
否
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

又
徳
川
理
財
會
要
義
に
は
、
零
雨
辮
九
操
っ
て

沼
緑
八
年
目
天
日
日
当
等
ノ
禁
書
楡
入
セ
シ
ニ
由
り
」
云
々

ご
見
え
る
。
蓮
璽
覧
の
右
の
臣
節
は
、
断
書
故
事
蠕

に
長
崎
前
記
を
引
用
し
て
居
る
の
ご
同
じ
で
あ
る
が
、
右

の
丈
は
「
邪
説
書
交
候
書
籍
持
渡
候
段
」
ご
あ
っ
て
、
此
時

に
持
渡
っ
た
書
籍
の
名
は
、
明
自
に
暴
げ
て
居
な
い
で
其

の
末
野
に
「
池
心
天
仁
實
儀
等
、
其
外
御
制
禁
之
名
目
悉

書
面
有
之
慮
」
ご
あ
る
。
之
は
多
分
天
學
實
儀
（
天
主
實

儀
か
）
等
の
禁
書
目
を
指
す
も
の
こ
思
は
れ
る
が
、
此
時

に
天
學
實
儀
等
が
渡
激
し
た
こ
云
ふ
意
昧
で
は
な
い
。
元

緑
翌
年
に
問
題
に
な
っ
た
の
は
、
矢
張
帝
京
景
物
略
丈
の

楼
で
あ
る
。

　
以
上
の
新
し
い
禁
書
の
外
に
、
五
月
雨
抄
上
に
は
「
貞

享
元
謀
寳
永
の
頃
焚
棄
塗
抹
の
書
」
嘘
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
一
九
　
（
二
〇
一
）

ノ



　
第
十
一
巷

語
鑑
明
認
全
島

本
糊
渕
例
類
編

性
理
大
中

蘇
州
麿
志

瑛
山
縣
三

婆
羅
縣
志

明
詩
序

研
　
究

　
定
例
礁
案

　
察
紅
霞
先
生
聡
定

　
有
墨
集
　
　
φ

　
仁
和
縣
志

　
雪
雲
縣
志

　
南
城
心
志
萱 、

江
戸
幕
府
の
禁
書
政
策

瀞
寿

言
瀦
呉
任
臣
注

西
湖
志
後
集
．

丹
徒
縣
志

新
郷
縣
志

疑
曜

の
十
九
種
を
掲
げ
て
居
る
し
、
誠
野
望
馬
脚
記
に
は
、
五

月
雨
抄
に
見
え
て
居
る
も
の
、
外
に
、
延
年
縣
志
，
理
主

十
編
の
二
書
が
溺
に
加
は
つ
て
居
る
。

　
明
和
版
禁
書
目
録
に
は
「
貞
享
緯
距
年
南
京
般
持
渡
唐

本
國
禁
耶
蘇
書
」
ご
し
て
、
寛
永
の
禁
書
目
に
、
貞
享
後

の
禁
書
二
三
を
加
へ
て
、
三
十
入
玉
、
別
に
一
説
と
し
て

三
十
六
種
の
書
名
を
載
せ
て
居
る
の
は
、
勿
論
民
閥
書
難

の
錯
誤
で
あ
る
が
、
此
の
中
に
計
腿
、
奇
々
（
器
）
圖
説
、

關
邪
集
、
門
記
（
？
↓
圖
説
．
以
王
四
種
の
新
し
い
書
名
が

現
は
れ
て
居
る
。
計
開
青
墨
邪
集
は
又
徳
川
幕
府
時

代
書
籍
考
に
所
謂
元
緑
十
一
年
の
國
禁
書
目
、
天
保
十
三

　
　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
　
二
〇
　
（
二
〇
二
）

年
六
月
鰯
書
の
絶
板
書
目
、
及
び
御
國
禁
耶
蘇
書
昌
板
額

に
も
見
え
る
が
、
此
の
方
に
は
2
4
に
情
調
原
本
、
合
掌
論

ビ
云
ふ
二
種
の
異
っ
た
書
名
が
出
て
居
る
。
前
後
爾
者
を

加
へ
る
ご
、
都
合
六
種
の
禁
書
を
塘
す
鐸
で
あ
る
。
而
も

五
月
置
抄
等
に
所
載
の
分
ε
、
並
び
に
前
節
に
墨
げ
た
十

歴
を
も
含
は
せ
て
二
十
・
入
極
の
物
が
、
凡
て
、
皆
一
假
A
翠

一
時
的
に
も
せ
よ
1
果
し
て
楡
入
を
禁
止
せ
ら
れ
た
か

ざ
う
か
、
禁
ぜ
ら
れ
た
ご
す
れ
ば
其
の
年
代
は
何
時
か
等

詳
継
の
事
情
に
断
て
は
，
確
然
た
る
費
料
の
乏
し
い
め
を

嘆
せ
ざ
る
を
得
ぬ
。
引
導
鋸
鎌
は
朋
和
版
の
禁
書
昌
録
に

も
、
一
説
こ
し
て
之
を
除
い
て
居
る
し
、
碑
石
が
西
洋
紀

聞
に
引
用
し
て
屠
る
の
は
、
彼
の
地
位
ご
し
て
不
思
議
で

無
い
に
し
て
も
、
幕
末
に
は
公
然
魏
刻
さ
れ
て
も
贋
る
し

反
耶
蘇
敷
設
に
饗
す
る
幕
府
の
態
度
か
ら
推
察
し
て
も
、

之
が
禁
書
こ
な
っ
た
事
に
は
、
大
に
鷺
洲
…
を
悔
ま
れ
る
が
、

さ
り
こ
て
何
か
の
帰
山
で
、
一
時
禁
に
奔
れ
た
楼
な
事
が

全
然
無
か
っ
た
こ
も
速
坐
す
る
事
は
譲
來
ま
い
o



　
徳
川
幕
府
時
代
書
籍
考
骨
野
路
麺
に
擦
る
ご
、
元
緑
十
一

年
隠
蟹
大
阪
町
奉
行
松
李
支
蕃
頭
か
ら
、
大
阪
書
林
一
般

に
申
渡
し
た
も
の
ご
し
て
、
國
禁
書
践
三
十
断
種
を
掲
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
い

て
贋
る
。
此
の
内
天
學
原
本
、
訂
問
、
合
掌
編
、
閣
邪
法

の
四
種
は
、
囎
鱗
書
薄
書
に
嚢
の
讐
も
の
で
、
痴

る
が
、
幕
際
さ
う
し
た
鯛
が
幽
た
も
の
こ
す
れ
ば
、
此
等

は
少
く
こ
も
減
産
十
一
年
以
前
に
禁
書
に
な
つ
だ
も
の
こ

認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
何
分
に
も
右
の
品
書
は
、
大
阪

市
更
の
黒
鯛
及
口
蓬
等
に
は
、
爽
布
さ
れ
た
事
を
さ
へ
載

せ
て
居
ら
澱
の
で
、
吉
書
其
物
を
見
な
い
内
は
、
聯
か
3
5

細
い
。
斯
く
の
如
く
禁
書
目
に
、
逡
漏
の
少
か
ら
ぬ
の
は

長
里
書
物
改
の
記
録
に
歓
陥
が
有
る
の
か
、
或
は
他
の
傳

ふ
る
所
に
誤
謬
が
存
す
る
の
か
、
暫
く
他
日
の
孜
究
に
倹

た
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
扮
て
か
う
し
た
学
制
の
中
に
あ
っ
て
、
從
前
禁
書
で
あ

っ
た
物
が
許
可
さ
れ
た
楼
な
稀
有
の
例
も
な
い
で
は
な
い
。

正
徳
こ
年
泰
西
水
法
が
、
農
政
全
書
の
内
に
含
ま
れ
て
渡

　
　
　
簾
…
十
一
巷
　
　
研
　
究
　
　
江
戸
幕
府
の
禁
書
政
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

碧
し
た
際
の
如
き
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
次
に
此
等
の
新
し
い
禁
書
は
、
如
何
な
る
瓢
が
常
局
者

の
昨
難
を
招
い
た
か
ご
い
ふ
に
、
例
へ
ば
「
地
緯
」
は
所
載

の
世
界
圖
に
、
耶
蘇
激
國
の
賛
を
し
、
一
二
箇
所
耶
蘇
激

醐
係
の
記
事
の
あ
っ
た
が
爲
に
、
「
方
程
論
」
は
其
の
内
に

西
洋
数
學
の
題
名
、
利
西
泰
の
姓
名
、
並
に
禁
書
名
を
掲

載
し
て
居
る
が
爲
に
、
「
西
堂
全
集
」
は
、
其
の
内
の
外
國

竹
枝
詞
に
、
隊
羅
巴
の
詩
二
首
を
含
ん
で
居
る
が
爲
に
、

「
名
家
詩
心
」
に
は
第
六
悲
に
、
清
呉
統
持
の
購
酉
洋
湯
若

望
詩
あ
る
が
爲
に
、
「
灘
友
夏
合
集
」
は
其
の
第
七
憲
に
、

過
利
西
泰
而
墨
之
の
七
言
律
詩
あ
る
が
爲
に
「
灘
翼
逸
史
」

は
俗
話
小
説
で
あ
っ
て
、
其
の
中
に
あ
る
天
主
の
文
宇
は
、

耶
蘇
を
指
し
た
も
の
で
は
な
い
け
れ
ざ
も
。
天
主
こ
い
ふ

交
宇
肖
身
を
嫌
っ
た
が
爲
に
、
「
霜
雪
夕
立
」
に
は
其
の
自

鳴
鐘
難
壁
中
に
、
耶
蘇
の
事
を
記
し
た
が
爲
に
、
「
増
定
贋

驚
喜
」
に
は
、
天
主
堂
の
記
事
あ
る
が
爲
に
、
「
天
経
或
問

後
議
」
は
、
其
の
陰
陽
五
行
説
が
耶
蘇
敷
に
漏
れ
て
居
る

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
一
コ
　
　
（
二
〇
搬
）



　
　
　
第
十
一
霧
　
　
研
　
究
　
　
江
戸
隷
府
の
禁
書
政
策

が
爲
に
、
コ
踏
越
饗
秘
し
に
は
、
西
洋
数
學
及
び
禁
書
の
渾

蓋
通
憲
圖
説
を
、
引
用
し
て
居
る
所
の
あ
る
が
爲
に
、
「
西

湖
志
」
は
萬
歳
塵
の
篇
に
、
耶
蘇
激
に
回
し
た
記
事
の
あ

る
爲
に
、
「
願
望
集
」
は
西
洋
入
ビ
贈
答
の
書
を
載
せ
て
居

る
鴬
に
、
「
帝
京
景
物
賂
」
は
、
舟
運
は
北
京
の
風
景
、
土

．
地
の
勝
蘂
な
ざ
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
け
れ
ざ
も
、
其
の

館
四
恕
第
五
憲
に
、
天
主
堂
の
有
標
を
敏
し
、
並
に
利
罵

竃
及
び
彼
が
墳
墓
に
間
す
る
記
事
の
あ
る
が
爲
に
、
「
堅
瓠

集
」
に
は
、
西
洋
三
主
や
、
天
主
利
聡
延
応
の
事
を
記
し

て
居
る
が
爲
に
、
皆
選
入
禁
止
の
憂
濤
に
會
つ
た
の
で
あ

（
五
）

る
。

　
貞
享
以
後
の
禁
書
は
、
寛
永
の
時
の
如
く
に
、
多
数
の

書
籍
が
ぬ
時
に
差
止
め
ら
れ
た
も
の
で
な
い
土
、
に
、
多
く

新
渡
の
書
籍
で
あ
る
か
ら
、
初
の
程
を
除
い
て
は
、
幕
府

は
之
を
一
般
に
告
知
し
な
い
で
、
獣
っ
て
長
崎
で
食
ひ
止

め
て
絡
つ
た
様
で
あ
る
。
其
の
事
は
朋
和
版
禁
書
目
鎌
に

寛
永
の
禁
書
属
は
殆
ざ
凡
て
を
網
羅
し
て
居
る
の
t
反
し

　
　
　
　
　
　
　
三
二
號
　
　
　
二
二
　
（
二
〇
四
）

て
、
貞
享
後
の
禁
書
は
、
僅
に
数
種
を
掲
げ
て
居
る
に
過

ぎ
ぬ
に
よ
つ
で
も
明
で
あ
る
が
、
殊
に
天
保
改
革
の
時
の

罫
書
が
、
同
楼
で
あ
る
の
は
、
幕
府
の
有
司
で
さ
へ
も
、

直
接
の
立
憲
者
以
外
に
は
、
深
く
興
り
知
ら
な
か
っ
た
事

を
示
す
も
の
で
は
あ
ワ
⇔
ま
い
か
。
　
膿
徳
川
幕
府
時
、
代
書

景
象
所
載
の
元
畜
の
國
禁
書
目
ご
、
天
保
臆
面
の
絶
板
書

目
ご
、
板
額
の
御
國
禁
耶
蘇
書
穏
ご
は
、
誤
爲
に
基
く
丈

字
の
異
同
を
別
に
し
て
は
、
其
の
書
名
は
皆
全
く
同
一
で

あ
る
。
悪
霊
に
彼
の
鯛
が
串
た
も
の
ご
す
る
ご
、
天
保
の

は
、
そ
れ
を
其
の
儘
蒸
し
返
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
ご

思
は
れ
る
。
元
線
の
國
禁
書
目
に
は
、
欄
礁
書
籍
繹
書

に
見
え
て
居
る
貞
享
後
の
禁
書
中
で
は
、
蚕
篭
詮
、
瀟
建

蓮
志
、
虚
血
で
○
営
養
の
三
種
を
墨
げ
て
居
る
丈
で
、
貞

享
四
年
以
後
の
、
天
経
或
問
後
事
等
十
三
種
の
物
は
、
載

せ
て
居
な
い
。
茎
の
代
り
に
、
異
っ
た
書
名
が
四
種
、
新

に
加
は
っ
て
居
る
け
れ
ざ
も
、
何
れ
に
し
て
も
、
天
保
の

鯛
書
に
、
貞
享
後
の
多
数
の
禁
書
を
等
閑
に
附
し
て
居
る



の
は
、
當
局
者
の
過
失
に
黙
す
ん
ば
、
彼
等
の
鯛
知
せ
な

か
っ
た
謹
糠
で
あ
る
。
松
雲
堂
の
板
額
は
、
同
店
の
創
立

か
ら
考
へ
る
ご
、
天
保
の
講
書
に
由
っ
て
、
彫
刻
し
だ
も

の
ら
し
い
が
、
徳
川
幕
府
時
代
書
籍
考
嶽
に
は
、
二
野

十
一
年
の
申
渡
の
所
に
「
右
二
付
キ
、
其
ノ
書
昌
ヲ
列
記

シ
、
油
日
紘
〃
ノ
店
頭
二
銅
山
｝
示
セ
フ
、
編
者
明
治
入
年
彼
ノ
地

阪○大

ﾊ
9
シ
節
、
銭
こ
三
湿
雪
掲
示
シ
ア
リ
シ
・

見
受
ヶ
タ
リ
」
と
あ
る
機
に
、
掲
示
が
元
腺
に
始
る
か
否

か
は
別
問
題
ご
し
て
、
さ
う
し
た
慣
例
は
、
古
く
か
ら
書

林
一
般
に
あ
っ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
斯
く
の
如
く
に
禁
書
の
精
紳
は
、
貞
享
を
以
て
一
轄
機

8
し
て
，
極
め
て
細
微
の
潮
泡
も
摘
噛
し
て
、
輸
入
漢
書

の
中
か
ら
、
耶
蘇
激
ば
か
b
か
、
筍
も
西
洋
に
關
係
あ
る

字
句
は
、
殆
ざ
全
部
を
抹
殺
し
や
う
こ
す
る
こ
ご
に
な
り

西
洋
や
画
嚢
に
．
就
て
の
知
識
を
も
，
　
一
般
証
會
か
ら
葬
り

去
ら
う
こ
し
た
。
寛
永
の
禁
書
に
は
猶
一
道
の
主
張
の
貫

流
せ
る
跡
を
認
め
得
ら
れ
る
が
、
貞
享
後
に
至
っ
て
は
全

　
　
　
第
十
…
巻
　
　
研
　
究
　
　
江
戸
幕
府
の
禁
欝
政
策

く
盲
目
的
で
あ
る
。
當
局
者
の
態
度
は
、
頑
迷
固
随
と
い

ふ
よ
り
も
、
寧
ろ
事
物
に
心
す
る
辮
識
力
の
程
が
怪
し
ま

れ
る
位
で
あ
っ
た
。
寛
永
に
は
耶
蘇
敷
及
び
耶
蘇
激
徒
其

の
も
の
を
排
斥
し
た
結
果
が
、
圖
ら
す
あ
の
始
末
に
な
っ

た
も
の
で
あ
っ
て
、
其
の
禁
書
政
策
の
根
本
は
、
多
少
本

質
的
内
容
的
で
あ
っ
た
が
、
貞
享
後
に
は
耶
蘇
駿
及
び
西

洋
に
關
係
す
る
限
り
に
覧
て
は
、
斜
な
る
交
宇
の
末
に
迄

も
走
っ
て
、
甚
だ
皮
相
的
形
式
的
に
流
れ
て
仕
舞
っ
た
。

冷
静
に
考
ふ
れ
ば
、
徳
川
初
期
こ
も
蓮
っ
て
、
幕
府
の
基

礎
も
既
に
宿
り
、
耐
會
も
向
上
曇
展
し
た
當
時
に
あ
っ
て

は
、
そ
れ
程
迄
に
西
洋
思
想
を
、
我
國
か
ら
隔
維
せ
し
め

る
必
要
は
、
内
治
上
か
ら
し
て
も
、
無
か
り
さ
う
に
思
は

れ
る
が
、
徳
川
氏
一
流
の
暖
熱
的
保
守
政
策
は
、
時
ご
共

に
盆
々
其
の
守
株
主
義
を
深
め
て
、
當
初
の
精
索
は
い
つ

し
か
没
却
せ
ら
れ
、
野
戦
に
形
を
誇
張
す
る
の
弊
に
陥
っ

て
行
っ
た
。
而
も
…
逐
に
幕
府
の
首
導
者
応
身
が
、
其
の
精

々
的
欲
求
ご
、
政
治
紛
施
設
ビ
の
撮
着
を
戚
す
る
に
至
っ

　
　
　
　
　
　
　
第
ご
盤
　
　
　
二
三
　
（
二
〇
五
）



　
　
　
第
十
一
巷
　
　
研
　
究
　
　
江
戸
幕
庶
の
禁
書
殴
策

て
、
問
題
は
宇
解
決
の
滋
を
得
た
の
で
あ
る
。

（
一
）
囎
響
舞
書
、
長
響
役
所
肇
浦
聖
、
長
綺
志
六
、

　
　
　
長
二
戸
甲
役
所
藏
長
崎
略
史
傭
桐
本
第
山
ハ
、

（
二
）
欄
響
舞
書
、
響
肇
、
巷
詣
、

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
二
四
（
二
〇
六
）

（
三
）
　
五
β
雨
抄
上
、

（
四
）
　
好
誰
故
事
谷
七
四
、

（
五
）
鞠
鱒
露
馨
・
遍
羅
寒
一
九
三
及
　
尭
、

　
真
上
、

王
月
爾

清
朝
の
諸
叛
餓
ご
支
那
叛
鑑
の
性
質

文
學
博
士
　
矢
　
野

仁

一

　
康
鴎
、
棄
正
、
乾
隆
の
三
代
百
数
十
年
の
緩
和
時
代
の

後
、
嘉
慶
時
代
に
臼
蓮
澱
、
天
理
激
の
大
錨
が
起
り
、
威

豊
、
同
猛
獣
武
に
所
謂
面
識
、
捻
匪
の
大
観
が
超
つ
た
Q

其
の
中
購
の
道
光
継
代
三
十
年
は
内
餓
こ
し
て
は
そ
れ
程

の
大
饗
は
な
か
っ
た
が
、
一
時
的
一
地
方
の
小
働
は
度
々

あ
り
、
種
々
の
名
望
の
匪
徒
が
會
を
結
び
所
在
囎
聚
脅
書

し
、
旗
難
名
號
を
樹
立
し
、
焚
捻
劫
掠
を
記
し
、
又
邪
激

を
傳
習
し
、
熔
鉱
の
経
世
、
岡
橡
、
狩
呪
、
掲
帖
、
論
難

等
を
編
曲
敬
隣
し
、
師
徒
相
葬
標
し
、
人
心
を
黙
惑
し
、

霧
蕪
を
糾
結
し
、
邪
術
を
學
び
、
刀
槍
等
を
捜
括
謄
藏
し
、

儒
號
を
訳
載
し
、
窯
與
を
分
布
し
、
官
を
早
し
働
を
爲
さ

ん
こ
ご
を
謀
）
、
敗
畏
し
た
様
な
事
件
は
、
各
地
に
頻
繁

に
起
っ
て
居
る
Q
そ
れ
に
湖
南
、
巽
東
、
贋
西
の
狢
入
の

叛
織
、
四
川
邊
境
の
夷
匪
の
叛
飢
な
ざ
も
絶
え
ず
起
り
、

又
回
覇
に
於
て
は
彊
彬
騰
り
罫
騨
轡
、
七
縛
劇
ガ
の
侵
入

に
依
っ
て
起
つ
た
騒
鋤
、
室
蘭
、
黒
蟻
、
海
江
、
江
蘇
等
の

海
膿
に
於
て
は
晶
央
吉
利
の
侵
冠
に
依
っ
て
建
つ
π
鴉
片
戦

雫
が
あ
）
、
な
か
一
騒
々
し
き
時
代
で
、
到
底
．
李
和
時囁

　
彦


